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一　
『
舜
旧
記
』
と
國
學
院
大
学
図
書
館
所
蔵
本

　
『
舜
旧
記
』
は
、
京
都
吉
田
神
社
神
主
・
公
家
吉
田
兼
右
の
子
梵
舜
（
天
文
二
十
二
・
一
五
五
三
―
寛
永
九
・
一
六
三
二
）
の
日
記
で
あ
る
。

「
梵
舜
日
記
」
と
も
称
さ
れ
る
。
梵
舜
は
唯
一
神
道
を
創
唱
し
た
曾
祖
父
吉
田
兼
倶
を
祀
る
神
龍
院
の
住
職
を
勤
め
た
。
豊
臣
秀
吉
没
後
、

秀
吉
を
祀
る
豊
国
社
創
建
に
尽
力
し
、
そ
の
神
宮
寺
別
当
も
勤
め
た
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
の
徳
川
家
康
死
去
の
お
り
に
は
、
家
康

の
久
能
山
葬
送
に
関
わ
る
が
、
そ
の
後
南
光
坊
天
海
ら
と
対
立
し
逼
塞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

日
記
の
記
録
期
間
は
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
か
ら
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
至
る
。
途
中
欠
落
部
分
な
ど
も
あ
る
が
、
前
述
の

よ
う
に
豊
臣
秀
頼
・
家
康
ら
権
力
者
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
豊
臣
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
変
動
期
に
お
け

る
政
治
的
動
向
の
ほ
か
、
こ
の
時
期
の
京
都
の
年
中
行
事
・
風
俗
・
信
仰
を
知
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

　

活
字
刊
本
は
史
料
纂
集
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
よ
り
八
冊
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
鎌
田
純
一
氏
校
訂
）。
史
料
纂
集
本
は
吉

　
　
　
　

國
學
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田
神
社
社
家
鈴
鹿
家
に
伝
来
す
る
写
本
三
十
三
巻
三
十
冊
を
底
本
と
し
て
お
り
、
凡
例
に
よ
れ
ば
「
國
學
院
大
学
図
書
館
所
蔵
本
」
と
対

校
し
た
と
い
う
。
そ
の
異
同
情
報
が
本
文
中
に
「
国
本
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

國
學
院
大
学
図
書
館
に
は
「
吉
田
家
文
書
」
と
し
て
、
吉
田
家
に
伝
来
し
た
文
書
・
記
録
が
ま
と
ま
っ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
以
前
に
原
蔵
者
吉
田
良
兼
氏
か
ら
國
學
院
大
学
が
購
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
な
か
に
、『
舜
旧
記
』
の
天
正
十
一
年
か
ら
同
二
十
年
ま
で
を
収
め
た
伝
本
一
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
紙
背
文
書
が
存

す
る
。
後
述
す
る
が
、
紙
背
文
書
の
多
く
は
梵
舜
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
記
記
事
と
同
時
代
の
も
の
と
判
断
で
き
る
た
め
、『
国

史
大
辞
典
』
の
「
梵
舜
日
記
」
項
に
て
橋
本
政
宣
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
伝
本
は
梵
舜
自
筆
と
思
わ
れ
る
。『
舜
旧
記
』
写
本
は

各
所
に
複
数
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
（
史
料
纂
集
解
題
参
照
）、
自
筆
本
は
現
在
こ
の
一
冊
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

刊
本
に
付
さ
れ
た
「
国
本
」
の
校
注
を
見
る
と
、
鎌
田
氏
の
使
用
し
た
「
国
本
」
は
今
回
紹
介
す
る
伝
本
そ
の
も
の
と
考
え
て
い
い
よ
う

で
あ
る
。

　
「
吉
田
家
文
書
」
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
古
文
書
の
ほ
か
、
兄
兼
見
の
日
記
で
あ
る
『
兼
見
卿
記
』
の
別
記
に
あ
た
る
『
天

正
五
年
・
八
年
下
向
記
』（
吉
田
兼
見
自
筆
）、
室
町
幕
府
追
加
法
を
集
録
し
た
『
建
武
以
来
追
加
』
の
写
本
「
吉
田
家
本
」
と
し
て
知
ら

れ
る
『
諸
国
奉
行
人
事
』
な
ど
貴
重
な
記
録
も
含
ま
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、
こ
れ
ら
文
書
・
記
録
を
、
吉
田
良
兼
氏

が
ま
だ
所
蔵
し
て
い
た
戦
後
昭
和
二
十
五
年
か
ら
三
十
年
に
か
け
調
査
し
、
影
写
本
・
謄
写
本
の
か
た
ち
で
複
本
を
作
成
、
研
究
利
用
に

供
し
て
い
た
。

　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
國
學
院
大
学
・
同
図
書
館
の
ご
高
配
に
よ
り
、
史
料
編
纂
所
教
員
を
代
表
者
と
す
る
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

に
て
、「
吉
田
家
文
書
」
を
あ
ら
た
め
て
調
査
・
撮
影
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た（

2
（

。
と
く
に
『
舜
旧
記
』
に
つ
い
て
は
、
紙
背
文

書
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
料
紙
に
多
少
の
傷
み
が
見
ら
れ
、
今
後
の
保
存
に
む
け
て
部
分
的
な
裏
打
ち
な
ど
修
補
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
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ど
の
理
由
に
よ
り
、
史
料
編
纂
所
が
二
〇
一
一
年
度
一
年
間
こ
れ
を
借
用
し
、
所
内
史
料
保
存
技
術
室
（
修
補
室
）
に
お
い
て
解
体
・
修

補
の
う
え
（
担
当
高
島
晶
彦
）、
同
写
真
室
に
お
い
て
綴
じ
を
外
し
た
状
態
の
一
枚
一
枚
の
表
裏
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
（
担

当
高
山
さ
や
か
）。
修
補
を
施
し
た
原
本
は
原
状
に
戻
し
た
う
え
で
國
學
院
大
学
に
返
却
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
た
び
の
解
体
修

補
の
機
会
に
自
筆
本
の
紙
背
文
書
の
翻
刻
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
。

　

以
下
自
筆
本
の
書
誌
と
修
補
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
。
形
態
は
袋
綴
一
冊
（
上
下
二
ヶ
所
の
大
和
綴
、
紙
縒
に
印
あ
り
）、
綴
じ
た
状

態
で
の
法
量
は
縦
二
三
・
六
糎
、
横
一
九
・
〇
糎
。
原
表
紙
の
上
に
旧
補
表
紙
を
く
る
ん
だ
状
態
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
原
表
紙
、
原
表
紙

見
返
紙
の
ほ
か
本
紙
二
十
一
丁
か
ら
成
る
。
原
表
紙
見
返
紙
以
下
は
全
て
文
書
の
反
古
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
表
の
日
記
記
事
は
冊
子

の
途
中
ま
で
し
か
な
く
、
後
半
五
紙
は
白
紙
で
あ
る
。

　

修
補
は
現
状
の
形
を
極
力
変
え
な
い
必
要
最
少
限
度
の
修
理
に
と
ど
め
た
。
紙
に
軽
い
水
分
を
与
え
て
平
ら
に
し
、
折
れ
た
箇
所
を
伸

ば
し
た
う
え
で
プ
レ
ス
乾
燥
し
、
虫
喰
い
に
よ
る
欠
失
部
分
に
似
寄
り
の
補
修
紙
を
補
填
し
た
う
え
で
ふ
た
た
び
プ
レ
ス
乾
燥
を
行
な
い
、

元
の
位
置
で
綴
じ
直
し
た
。

　
　

二　

紙
背
文
書
と
『
舜
旧
記
』
の
書
か
れ
方

　
『
舜
旧
記
』
自
筆
本
の
紙
背
文
書
は
、
前
述
の
よ
う
に
原
表
紙
見
返
紙
を
含
め
た
二
十
二
紙
に
存
す
る
。
便
宜
的
に
原
表
紙
見
返
紙
か

ら
第
一
紙
と
表
記
し
た
。
紙
背
文
書
全
点
の
概
要
は
目
録
に
示
し
た
。

　

紙
背
文
書
の
多
く
は
記
主
梵
舜
宛
（
も
し
く
は
梵
舜
宛
と
推
測
さ
れ
る
）
書
状
で
占
め
ら
れ
、
日
記
原
本
の
紙
背
文
書
の
一
般
的
あ
り

か
た
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
私
信
に
属
す
る
日
常
的
な
挨
拶
連
絡
を
記
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
年
次
比
定
が
困
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難
で
あ
る
。
た
だ
し
兄
兼
見
の
日
記
『
兼
見
卿
記
』
に
見
え
る
梵
舜
の
動
向
を
検
討
し
た
結
果
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
九
月
に
梵
舜

が
丹
後
に
下
向
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
文
書
が
見
ら
れ
る
点
（
第
三
紙
・
第
十
三
紙
紙
背
）、
ま
た
唯
一
年
記
が
明
ら
か
な
連
歌
懐
紙
が
、

天
正
十
年
二
月
二
十
五
日
に
催
さ
れ
た
連
歌
会
の
も
の
で
あ
る
点
（
第
十
四
紙
紙
背
）
か
ら
、
天
正
九
年
・
十
年
前
後
に
梵
舜
の
手
元
に

あ
っ
た
来
簡
・
連
歌
懐
紙
・
反
古
紙
な
ど
が
日
記
の
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
点
は
天
正
十
一
年
よ
り
始

ま
る
表
の
日
記
と
矛
盾
し
な
い
。

　

書
状
の
差
出
者
を
見
る
と
、
甥
（
兼
見
嫡
子
）
に
あ
た
る
兼
治
の
ほ
か
、
尊
貞
・
智
福
院
某
・
文
慶
・
南
豊
軒
周
清
ら
、
吉
田
社
周
辺

の
寺
庵
僧
侶
と
お
ぼ
し
き
人
物
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
『
舜
旧
記
』『
兼
見
卿
記
』
記
事
と
と
も
に
、
日
常
的
な
梵
舜
の
交
遊
を

考
え
る
う
え
で
の
材
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
懐
紙
ほ
か
数
点
の
連
歌
懐
紙
に
見
え
る
連
衆
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

本
史
料
が
確
認
で
き
る
唯
一
の
『
舜
旧
記
』
自
筆
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
日
記
の
書
き
方
に
つ
い
て
も
一
言
し

て
お
き
た
い
。

　

日
記
は
あ
ら
か
じ
め
二
十
数
枚
の
料
紙
を
綴
じ
た
冊
子
に
書
き
継
が
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
原
表
紙
中
央
に
「
天
正
十
一
癸未
年
日
記
」

と
外
題
が
書
か
れ
、
そ
の
左
脇
に
後
筆
で
「
同
十
二
年
甲申
年
」「
同
十
三
乙
酉
年
」「
同
廿
壬
辰
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
記
事
自
体
は
毎

日
こ
ま
め
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
天
正
十
一
年
正
月
朔
日
に
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
原
表
紙
中
央
に
「
天
正

十
一
癸未
年
日
記
」
と
外
題
が
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
十
一
年
の
記
事
を
終
え
た
残
り
の
白
紙
に
十
二
年
以
降
の
記
事
を
書
き
継
い
で

ゆ
く
に
あ
た
り
、
そ
の
都
度
、
原
表
紙
外
題
左
側
に
そ
の
年
次
を
書
き
加
え
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

あ
ら
か
じ
め
綴
じ
た
冊
子
に
日
記
を
書
き
、
余
っ
た
料
紙
に
そ
の
ま
ま
追
い
込
み
で
別
の
年
の
日
記
を
書
き
継
ぐ
と
い
う
や
り
方
は
、

兄
吉
田
兼
見
の
書
き
方
に
共
通
し
て
い
る
。
な
お
付
け
加
え
れ
ば
、
兼
見
は
弟
梵
舜
に
日
記
用
の
冊
子
を
作
成
し
て
も
ら
っ
て
い
た（

3
（

。『
兼

見
卿
記
』
の
史
料
的
性
格
を
考
え
る
う
え
で
も
、
こ
の
『
舜
旧
記
』
自
筆
本
は
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
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日
記
は
飛
び
飛
び
に
書
か
れ
て
お
り
、
月
単
位
の
欠
落
は
お
ろ
か
、
天
正
十
四
年
か
ら
十
九
年
に
至
っ
て
は
ま
っ
た
く
記
事
が
存
在
し

な
い
。
可
能
性
と
し
て
は
、
こ
の
自
筆
本
が
梵
舜
自
身
に
よ
る
後
年
の
抄
出
に
か
か
る
、
当
初
は
日
記
執
筆
に
さ
ほ
ど
の
執
着
が
な
か
っ

た
、
以
上
ふ
た
つ
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
外
題
の
書
き
方
や
紙
背
文
書
の
年
次
な
ど
を
考
え
れ
ば
後
者
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の

だ
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
書
き
残
さ
れ
た
記
事
は
な
に
ゆ
え
書
か
れ
た
の
か
と
い
う
梵
舜
の
日
記
記
録
意
識
を
知
り
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

〔
追
記
〕
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（S）
「
史
料
デ
ジ
タ
ル
収
集
の
体
系
化
に
基
づ
く
歴
史
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
構
築
の
研
究
」（
研

究
代
表
者
林
譲
、
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
二
年
度
）、
同
基
盤
研
究
（B）
「
和
紙
の
物
理
的
分
別
手
法
の
確
立
と
歴
史
学
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

の
研
究
」（
研
究
代
表
者
保
立
道
久
、
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
〇
年
度
）、
同
若
手
研
究
（B）
「
日
本
中
世
朝
廷
社
会
に
お
け
る
政
務
運
営
シ
ス

テ
ム
と
公
事
情
報
の
伝
達
」（
研
究
代
表
者
遠
藤
珠
紀
、
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
二
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
調
査
参
加

者
は
遠
藤
珠
紀
・
金
子
拓
・
杉
山
巖
・
須
田
牧
子
・
高
島
晶
彦
・
高
橋
典
幸
の
六
名
。
紙
背
文
書
は
、
修
補
後
、
二
〇
一
二
年
一
月

二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
史
料
編
纂
所
に
お
け
る
原
本
史
料
の
内
覧
会
（
木
展
）
に
て
展
示
し
、
読
み
な
ど
に
つ
い
て
来
会
者
よ
り
多
く

の
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
述
べ
た
い
。

　

注

　
（
（
）�　

以
上
は
『
国
史
大
辞
典
』「
梵
舜
日
記
」
項
（
橋
本
政
宣
氏
執
筆
）。『
日
本
歴
史
「
古
記
録
」
総
覧
（
上
）』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
九

年
）「
舜
旧
記
」
項
（
鎌
田
純
一
氏
執
筆
）
な
ど
に
よ
る
。

　
（
2
）　

調
査
の
概
要
は
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
四
六
号
（
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

　
（
3
）　

金
子
拓
『
記
憶
の
歴
史
学　

史
料
に
見
る
戦
国
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
一
年
）
第
四
章
。
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８.（第８紙裏）� 十二月一日妙心院文慶書状（梵舜宛）〔竪紙〕
９.（第９紙裏）� 五月十九日堯乗書状（梵舜宛）〔折紙〕
（0.（第（0紙裏）� 年月日未詳某書状（梵舜宛カ）〔折紙〕
（（.（第（（紙裏）� 年月日未詳吉田兼治カ書状（梵舜宛）〔竪紙〕
（2.（第（2紙裏）� 正月十日順秀書状（梵舜宛）〔竪紙〕
（3.（第（3紙裏）� �（天正十年カ）二月七日梵舜書状（一之斎景韻＜沼田統兼＞

宛）〔折紙〕
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2（.（第2（紙裏）� 年月日未詳尊貞書状（梵舜宛・前欠）〔竪紙〕
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凡　
　

例

・�
文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則

と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。

・
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・�

欠
損
の
箇
所
は
字
数
を
推
算
し
て
□
ま
た
は　
　
　

で
示
し

た
。
抹
消
文
字
は
左
傍
に
〻
を
付
し
た
。
文
字
の
左
傍
の
・

は
初
め
に
他
の
文
字
を
書
い
た
上
か
ら
別
の
文
字
に
直
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
、
初
め
の
文
字
が
判
読
で
き
る
場
合
は
、

そ
れ
を
右
傍
の
（
×　

）
中
に
記
し
た
。
判
読
不
能
の
文
字

は⊠

で
示
し
た
。

・�

本
文
中
で
校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
や
加
え
ら
れ

る
べ
き
文
字
は
〔　

〕、
人
名
注
な
ど
参
考
の
た
め
の
も
の

は
（　

）
に
入
れ
傍
に
記
し
た
。

・�

上
書
な
ど
本
文
以
外
の
部
分
、
あ
る
い
は
異
筆
の
部
分
は

「　

」
を
も
っ
て
括
り
、（
端
裏
書
）
な
ど
と
注
記
し
、
墨
引

は
（
墨
引
）
と
記
し
た
。

・�

前
欠
・
後
欠
の
場
合
、
文
書
の
前
後
に
（
前
欠
）
の
よ
う
に

記
し
た
。

・
文
書
名
末
尾
に
紙
背
文
書
と
し
て
の
態
様
を
示
し
た
。

・�

そ
の
他
、
文
書
末
に
※
印
を
付
し
て
年
次
比
定
の
根
拠
や
そ

の
手
が
か
り
と
な
る
史
料
等
を
記
し
た
。
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「（
原
表
紙
（

天
正
十
一
癸未
年
日
記

　

同
十
二
甲申
年

　

同
十
三
乙
酉
年

　

同
廿
壬
辰
年　
　
　
　

」

一　

原
表
紙
見
返
紙
紙
背
（
第
一
紙
裏
）（
竪
紙
）

（
前
欠
）

□
話
之
辰
、
万
々
可
得
尊
意
候
之
条
、
書
中
不
能
一
二
候
、
恐

惶
頓
首
、

　
　
　
　

正
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

尊
貞
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り

（
墨
引
）
□
々
神（
梵
舜
（龍

院
御
同　
　
　
　
　
　
　

尊

二�　

天
正
十
一
年
自
正
月
朔
日
至
同
十
七
日
条
紙
背
（
第
二
紙

裏
）（
折
紙
）

　
　

□
□
嶺
の
時
雨
や（
×
の
（と

を
か
ら
ん　
　
　
　
　

梵

か（
×
ま
し
る
枯
葉
も
（

れ
て
の
か
る
も
そ
よ
く
な
ら
葉　
　
　
　
　
　

元
右

さ
ひ
し
さ
は
日
入
な
か
ら
の
里
つ
ゝ
き　
　
　
　

梵

牛
ひ
き
帰
る
道
の
ひ
た
〳
　〵
　
　
　
　
　
　
　

依
三

水
上
は
清
か
ら
さ
り
し
滝
津
波　
　
　
　
　
　
　

梵

は
る
か
に
高
き
岸
や
く
つ
る
　ゝ
　
　
　
　
　
　

元
右

小
車
に
と
ゝ
ろ
く
石
の
音
は
し
て　
　
　
　
　
　

梵

め
く
り
あ
は
ん
も
か
た
き
う
き
中　
　
　
　
　
　

一
竹

そ
ひ
よ
る
も
散
て
わ
か
る
ゝ
花
陰　
　
　
　
　
　

為
心

名
残
り
ハ
い
つ
の
春
の
手
枕　
　
　
　
　
　
　
　

梵

う
つ
り
香
の
霞
る
を
た
ゝ
形
見
に
て　
　
　
　
　

元
右

わ
す
る
ゝ
人
や
心
こ
と
な
る　
　
　
　
　
　
　
　

一
竹

あ
り
明
の
月
の
入
さ
の
山
遠
き　
　
　
　
　
　
　

梵

お
さ
ま
る
御
代
の　
　
　
　
　

秋　
　
　
　
　
　

為
心

風
し
り
に
ふ
る
春
雨
の
野
を
か
け
て　
　
　
　
　

梵

こ
よ
ひ
の
や
と
り
い
つ
く
た
の
ま
ん　
　
　
　
　

元
右

明
日
も
又
か
く
や
出
な
ん
旅
の
道　
　
　
　
　
　

牛
川

日
は
衣
手
に
さ
や
か
な
る
の
ミ　
　
　
　
　
　
　

竹
丸

を
し
ひ
ら
く
山
宿
に
し
も
む
か
ひ
ゐ
て　
　
　
　

元
右

ミ
る
も
あ
や
し
く
学
ふ
そ
の
文　
　
　
　
　
　
　

梵

い
は
け
な
き
ほ
と
や
心
の
物
は
す
れ　
　
　
　
　

為
心

・
・
・
・
・
・

・
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い
つ
ら
む
か
し
の
を
や
の
面
影　
　
　
　
　
　
　

元
右

あ
た
な
る
や
ね
ぬ
る
さ
く
ら
の
夢
な
ら
ん　
　
　

梵

目
さ
め
て
き
け
は
松
に
吹
風　
　
　
　
　
　
　
　

一
竹

う
き
雲
や
月
す
む
か
た
に
晴
て
ま
し　
　
　
　
　

長
真

身
に
し
ミ
わ
た
る
鹿
の
な
く
声　
　
　
　
　
　
　

依
三

も
り
も
た
ゝ
所
々
の
小（
×
を
た
（田の

ひ
を　
　
　
　
　
　

松
寿

水
さ
け
ひ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□〔
元
右
〕□

三�　

天
正
十
一
年
自
閏
正
月
二
日
至
三
月
十
六
日
条
紙
背
（
第

三
紙
裏
）（
折
紙
）

　
　

�

此
文
二
ツ
た
し
か
に
届
候
へ
く
候
、
返
々
留
守
之
儀
、
か

い
ふ
ん
せ
い
を
い
れ
候
へ
く
候
、
か
へ
す
〳
〵
妙
心
院
の

す
ゝ
り
は
こ
あ
つ
ら
へ
候
へ
く
候
、
又
十
一
日
の
御
事

と
ゝ
の
へ
候
や
、
こ
れ
の
ミ
あ
ん
し
入
候
へ
く
候
、

　

源
二
郎
上
候
間
、
一
筆
申
候
、

一�

、
先
度
申
を
き
候
妙
心
院
の
す
ゝ
り
は
こ
、
ぬ
し
屋
へ
遣
候

や
、
か
い
ふ
ん
い
そ
き
候
や
う
に
可
申
候
、

一�

、
第
一
留
守
之
儀
、
又
ハ
や
ふ
の
竹
な
と
、
き
り
候
ハ
ぬ
や

う
に
せ
い
を
い
れ
候
へ
く
候
、
火
の
よ
う
し
ん
の
事
と
も
、

あ
た
り
へ
も
申
つ
け
候
へ
く
候
、

一�

、
わ
き
さ
し
あ
つ
ら
へ
候
や
、
ほ
ん
に
御
か
た
さ
ま
の
わ
き

さ
し
御
か
り
候
て
、
御
あ
つ
ら
へ
あ
る
へ
く
候
、

一�

、
く
す
り
は
こ
の
う
ち
、
す
ミ
に
て
ぬ
り
候
て
、
を
き
候
へ

く
候
、

一�

、
仙
首
座
わ
つ
ら
い
よ
く
候
や
、
か
い
ふ
ん
よ
う
之
儀
候

ハ
ゝ
、
き
つ
か
い
あ
る
へ
く
候
、

一�

、
わ
れ
ら
の
ほ
り
、
十
九
日
廿
日
両
日
に
ハ
、
か
な
ら
す
の

ほ
り
候
間
、
其
心
得
可
有
候
、

一�

、
年
貢
い
け
、
又
ハ
田
の
わ
る
き
な
と
候
て
、
め
ん
な
と
こ

い
候
ハ
ゝ
、
分
別
候
て
、
め
ん
之
儀
つ
か
ハ
し
候
へ
く
候
、

一�

、
た
ひ
、
も
ん
め
ん
を
京
に
て
か
い
候
て
、
一
そ
く
の
ふ
ん

あ
つ
ら
へ
候
へ
く
候
、
又
一
そ
く
い
て
き
候
を
、
あ
を
屋
に

て
そ
め
さ
せ
候
て
、
を
き
候
へ
く
候
、
な
を
此
者
く
わ
し
く

可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

九
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

梵
舜
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
津
よ
り

・
・
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（
墨
引
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
龍

　
　
　

寿
□〔
等
〕坊

足
下　
　
　
　
　
　
　
　　
梵
舜

※�
梵
舜
天
正
九
年
九
月
九
日
丹
後
下
向
（『
兼
見
卿
記
』
同
年

九
月
十
一
日
条
）。

四�　

天
正
十
一
年
自
三
月
十
七
日
至
十
一
月
二
日
条
紙
背
（
第

四
紙
裏
）（
竪
紙
）

前
剋
者
預
尊
札
、
過
分
存
候
、
明
朝
一
日
、
御
斎
可
給
之
由
、
必

可
参
候
、
唯
今
寄
京
都
罷
帰
候
、
委
曲
以
面
上
可
申
入
候
、
か

し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
福
院

（
墨
引
）
神
龍
院　
　

報　
　
　
　
　
　
　
　

舜⊠

五�　

天
正
十
二
年
自
正
月
一
日
至
同
八
日
条
紙
背（
第
五
紙
裏
）

（
竪
紙
）

お
ほ
し
め
し
よ
ら
せ
候
て
、
こ
ま
〳
〵
と
文
給
候
、
御
め
つ
ら

し
く
な
か
め
〳
〵
い
り
ま
い
ら
せ
候
、
こ
と
に
こ
の
す
ゝ
一
お

り
給
候
、
な
に
と
し
た
る
御
き
つ
か
い
候
や
、
か
す
〳
〵
御
は

し
〳
〵
に
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
さ
り
な
か
ら
と
り
〳
〵
し
や
う

く
わ
ん
□
□
ま
い
ら
せ
候
、
御
こ
と
し
け
く
候
は
ん
す
る
に
、

色
々
給
候
、
な
に
〳
〵
御
う
れ
し
候
や
〳
〵
、
又
一
日
の
御
事
、

ち
と
御
き
も
い
り
候
へ
、
い
か
ゝ
候
ハ
ん
や
、
返
々
御
こ
ゝ
ろ

さ
し
か
ん
し
い
り
ま
い
ら
せ
候
、
こ
ゝ
ほ
と
へ
ち
と
御
い
て
候

て
、
御
よ
り
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

ま
こ
と
に
〳
〵
御
め
つ
ら
し
く
お
ほ
し
め
し
よ
ら
せ
候
御
事
、

か
す
〳
〵
御
う
れ
し
く
か
ん
し
い
り
ま
い
ら
せ
候
、
め
て
た
く

か
し
く
、
か
し
く
、

（
墨
引
）　

よ
し
た

　
　
　
　
　
　

し
ん
れ
う
ゐ
ん
さ
ま　

ま
い
る　

ち
や
〳
〵

六�　

天
正
十
二
年
自
正
月
八
日
至
二
月
五
日
条
紙
背
（
第
六
紙

裏
）（
竪
紙
）

春
は
け
ふ
雪
に
か
す
め
る
朝
哉　
　
　
　
　
　
　

依
三

声
さ
む
け
な
る
野
へ
の
鶯　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
心

風
は
猶
松
の
緑
に
立
そ
ひ
て　
　
　
　
　
　
　
　

元
右

し
け
る
柳
の
木
か
れ
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

梵
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七�　

天
正
十
二
年
自
二
月
五
日
至
三
月
六
日
条
紙
背
（
第
七
紙

裏
）（
竪
紙
）

「（
端
裏
書
（

（
墨
引
）
妙
御
坊
様　
　
　
　
　

新
坊
」

　
　

�
猶
々
、
御
は
ゝ
か
り
千
万
に
御
さ
候
へ
と
も
、
こ
ま
の
ミ

き
の
つ
ゝ
ま
い
ら
せ
候
、
何
も
以
参
可
申
入
候
、
は
た
ま

た
内
々
申
入
候
折
帋
の
事
、
御
下
候
て
被
下
候
へ
、
奉
憑

ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
、

幸
便
之
条
、
一
筆
令
啓
候
、
仍
先
度
者
罷
越
候
処
、
御
懇
之
談

忝
令
存
候
、
就
其
あ
ま
り
ニ
〳
〵
御
憚
多
御
座
候
へ
共
、
御
酒

の
つ
ゝ
参
候
、
何
も
軈
而
御
下
向
之
由
候
ま
ゝ
、
其
折
可
申
入

候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新（
多
武
峰
（坊

　
　
　
　

五
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

良
（
花
押
）

※�

天
正
九
年
五
月
二
十
二
日
・
二
十
七
日
に
兼
見
と
多
武
峰
新

坊
の
や
り
と
り
が
あ
る
（『
兼
見
卿
記
』）。

八�　

天
正
十
二
年
自
三
月
七
日
至
四
月
二
十
三
日
条
紙
背
（
第

八
紙
裏
）（
竪
紙
）

「（
端
裏
書
（

（
墨
引
）　

神
龍
院
ま
い
る
〔
侍
者
御
中
カ
〕
文
慶
」

　
　

�

猶
々
、
御
両
所
三
人
奉
待
候
、
か
う
ゑ
ん
し
た
い
に
御
出

ま
ち
申
候
、

先
刻
者
光
臨
本
懐
之
至
候
、
仍
明
朝
か
う
ゑ
ん
ニ
参
申
度
候
、

俄
之
儀
ニ
候
間
、
菜
汁
躰
ニ
候
、
帰
而
心
安
す
き
た
る
事
ニ
候

へ
共
、
被
召
連
候
者
可
為
祝
著
候
、
然
者
仙
公
御
同
道
候
者
可

為
本
懐
候
、
無
御
隔
心
光
臨
候
者
、
大
慶
ニ
可
存
候
、
恐
々
謹

言
、

　
　
　
　

十
二
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

文（
妙
心
院
（慶（

花
押
）

九�　

天
正
十
二
年
自
四
月
二
十
四
日
至
七
月
十
七
日
条
紙
背

（
第
九
紙
裏
）（
折
紙
）

　
　

尚
々
、
茶
之
代
万
々
奉
憑
候
、
以
上
、

先
日
以
書
状
申
入
候
つ
る
、
相
届
申
候
哉
、
乍
御
大
儀
茶
代
急

度
い
つ
も
之
宿
ま
て
御
渡
被
成
候
て
可
給
候
、
此
方
に
て
か
わ

し
共
仕
候
而
、
相
た
て
申
、
秋
ま
て
ハ
如
何
様
候
共
待
申
間
敷
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候
、
算
用
共
相
ち
か
い
申
、
御
分
別
候
て
可
被
下
候
、
爰
元
米

一
斗
三
升
仕
候
、
其
方
舛
な
と
ち
か
い
申
候
、
何
方
へ
も
か
け

不
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
岩
見

　
　
　
　

五
月
十（
×
五
（

九
日　
　
　
　
　
　
　
　

堯
乗
（
花
押
）

　
　
　

神
龍
院
様

　
　
　
　
　
　

御
同
宿
中

一
〇�　

天
正
十
二
年
自
七
月
十
九
日
至
同
十
三
年
正
月
五
日
条

紙
背
（
第
一
〇
紙
裏
）（
折
紙
）

　
　

�

か
へ
す
〳
〵
御
く
す
り
と
も
た
ま
わ
り
候
て
、
御
う
れ
し

く
候
、
申
は
か
り
な
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
や
か
て
〳
〵

ま
い
り
て
申
入
ま
い
ら
せ
候
、
わ
け
そ
へ
か
た
く
候
ま
ゝ
、

か
ゝ
し
め
ま
い
ら
せ
候
、

た
ゝ
い
ま
か
へ
り
ま
い
ら
せ
候
ま
ゝ
、
又
や
か
て
〳
〵
ま
い
り

候
て
、
御
け
さ
ん
に
て
申
入
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
ま
つ
〳
〵

こ
の
ほ
と
ハ
、
い
ろ
〳
〵
御
ね
ん
こ
ろ
の
御
事
、
御
う
れ
し
く

思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
又
御
や
く
そ
く
の
さ
う
し
た
ま
ハ
り
候
て
、

御
事
つ
て
一
た
ん
と
お
も
し
ろ
き
う
た
と
も
御
入
候
、
か
り
ま

い
ら
せ
候
て
、
か
へ
り
申
候
、
や
か
て
〳
〵
ま
い
ら
せ
入
候
、

か
し
く
、
又
々
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り

（
墨
引
）　

た
れ
に
て
も
ま
い
る
申
給
へ　　
さ

一
一�　

天
正
十
三
年
自
正
月
五
日
至
同
十
三
日
条
紙
背
（
第

一
一
紙
裏
）（
竪
紙
）

「（
端
裏
書
（

（
墨
引
）　

し
ん
れ
う
ゐ
ん
殿
御
宿
所　
　
　
　
　

侍
（
吉
田
兼
治
（」

　
　

尚
々
、
ミ
ち
か
き
手
本
か
し
候
て
給
候
へ
く
候
、

手
本
一
た
ん
ミ
事
に
て
候
へ
共
、
ま
ち
と
な
か
く
候
て
、
か
き

申
事
む
つ
か
し
く
候
、
ミ
ち
か
き
手
本
御
さ
候
ハ
ゝ
、
御
か
し

候
て
給
候
ハ
ゝ
、
し
う
ち
や
く
に
存
計
候
、
も
し
御
さ
な
く
候

ハ
ゝ
、
此
手
本
な
り
と
も
給
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

一
二�　

天
正
十
三
年
自
正
月
十
三
日
至
同
晦
日
条
紙
背
（
第
一

二
紙
裏
）（
竪
紙
）

「（
端
裏
書
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
部
卿

・
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（
墨
引
）　

神
龍
院
〔
人
々
御
中
カ
〕　
　
　
　

順
秀
」

　
　

尚
々
、
色
々
御
懇
之
段
、
帋
面
難
申
謝
候
、
以
上
、

新
春
之
御
佳
兆
、
殊
更
不
可
有
休
期
候
、
将
亦
先
日
者
致
祗
候
、

種
々
御
茶
被
下
候
、
忝
奉
存
候
、
軈
而
も
御
礼
可
参
之
処
、
社

用
ニ
不
得
寸
隙
、
無
音
背
本
意
候
、
何
様
近
々
以
参
旁
可
得
御

意
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

正
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

順
秀
（
花
押
）

一
三�　

天
正
十
三
年
自
二
月
朔
日
至
十
月
十
五
日
条
紙
背
（
第

一
三
紙
裏
）（
折
紙
）

　
　

猶
々
、
一
義
之
事
、
急
度
御
談
合
候
て
、
御
報
待
存
候
、

当
春
之
嘉
慶
雖
事
旧
候
、
猶
以
多
幸
不
可
有
際
限
候
、
仍
去
年

罷
下
候
時
、
内
々
被
仰
候
寺
之
義
、
此
方
に
て
小
性
可
然
を
相

調
置
申
候
、
彼
方
へ
御
談
合
候
て
、
急
度
一
途
之
御
報
待
存
候
、

遠
路
候
間
、
具
申
候
事
も
届
か
ね
候
間
、
態
此
人
ニ
委
申
含
候
、

時
分
御
取
紛
候
へ
共
、
被
入
御
精
候
て
、
可
給
候
、
於
此
方
小

性
申
定
置
、
切
々
申
事
難
相
調
躰
候
共
、
不
苦
候
、
何
篇
早
々

御
返
事
奉
憑
候
、
去
年
も
度
々
以
書
状
申
候
、
不
届
申
候
哉
、

拙
僧
油
断
之
様
ニ
被
思
召
由
候
間
、
如
此
申
事
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

二
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

梵
舜
（
花
押
）

　
　

（
墨
引
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
龍
院

　
　
　
　

一
□〔
之
〕斎

玉
床
下　
　
　
　
　
　
　
　

梵
舜

※�

「
去
年
罷
下
」
が
天
正
九
年
九
月
に
梵
舜
が
丹
後
に
下
向
し

た
こ
と
（
三
号
文
書
参
照
）
を
指
す
と
す
れ
ば
天
正
十
年
か
。

一
四�　

天
正
十
三
年
自
十
一
月
朔
日
至
十
二
月
四
日
条
紙
背

（
第
一
四
紙
裏
）（
折
紙
）

　

天
正
十
年
二
月
廿
五
日

賦
何
船
連
歌

春
風
に
匂
ひ
も
し
る
し
園
の
梅　
　
　
　
　
　
　

梵
舜

露
も
こ
ほ
る
ゝ
庭
の
青
柳　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
竹

夜
も
す
か
ら
長
閑
き
雨
の
今
朝
晴
て　
　
　
　
　

兼（
吉
田
（有

う
か
へ
る
雲
の
帰
り
ゆ
く
空　
　
　
　
　
　
　
　

元
右

跡
さ
き
に
旅
の
友
ま
つ
道
の
末　
　
　
　
　
　
　

世
誉

野
は
遙
に
も
し
け
る
草
む
ら　
　
　
　
　
　
　
　

梵
舜

夕
暮
の
月
に
松
む
し
鳴
そ
ひ
て　
　
　
　
　
　
　

一
竹

（
沼
田
統
兼
）
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秋
の
は
し
ゐ
も
し
は
し
な
る
由　
　
　
　
　
　
　

兼
有

冷
し
く
俄
に
風
の
吹
か
ハ
り　
　
　
　
　
　
　
　

元
右

見
れ
は
雪
け
に
な
れ
る
半
天　
　
　
　
　
　
　
　

世
誉

柴
人
の
か
へ
さ
を
い
そ
く
山
か
け
て　
　
　
　
　

梵
舜

い
さ
む
る
駒
の
い
は
ふ
か
た
〳
　〵
　
　
　
　
　

一
竹

道
の
辺
の
か
け
や
草
葉
の
高
か
ら
ん　
　
　
　
　

兼
有

と
ふ
ゆ
か
り
さ
へ
あ
ら
ぬ
古
塚　
　
　
　
　
　
　

元
右

閼
伽
の
具
も
こ
ゝ
や
か
し
こ
に
捨
置
て　
　
　
　

世
誉

住
あ
ら
し
た
る
寺
ゐ
さ
ひ
し
も　
　
　
　
　
　
　

梵
舜

秋
風
の
音
の
ミ
わ
た
る
夕
間
暮　
　
　
　
　
　
　

一
竹

月
に
を
し
か
の
近
き
山
き
は　
　
　
　
　
　
　
　

兼
有

た
へ
〳
〵
に
田
つ
ゝ
の
き
り
の
晴
ぬ
ら
ん　
　
　

梵
舜

ほ
の
か
に
ミ
ゆ
る
行
末
の
道　
　
　
　
　
　
　
　

一
竹

雪
と
ち
る
花
の
あ
た
り
の
明
と
な
れ　
　
　
　
　

兼
有

春
を
を
し
め
る
三
吉
野
ゝ
奥　
　
　
　
　
　
　
　

梵
舜

一
五�　

天
正
十
三
年
自
十
二
月
五
日
至
同
十
九
日
条
紙
背
（
第

一
五
紙
裏
）（
折
紙
）

　
　

�

猶
々
、
無
心
之
申
事
に
て
候
へ
共
、
此
大
か
ミ
少
申
う
け

度
候
、

夜
前
ハ
申
入
候
て
、
可
請
申
心
中
に
候
へ
共
、
其
方
ニ
各
御
参

会
之
由
候
間
、
の
へ
さ
せ
申
候
、
何
れ
も
御
隙
之
す
き
申
入

　
　

わ
ひ
可
請
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

�

二
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

兼
治
（
花
押
）

　
　
　

（
墨
引
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田

　
　
　
　

神　
　
　
ま
い
る　
　
　
　
　
　
　

兼
治

※
天
正
十
年
か
（
第
一
四
紙
紙
背
と
の
関
連
）。

一
六�　

天
正
十
三
年
自
十
二
月
二
十
三
日
至
同
二
十
年
三
月

二
十
六
日
条
紙
背
（
第
一
六
紙
裏
）（
竪
紙
）

「（
端
裏
書
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
南
豊

　

（
墨
引
）
神
龍
院　
　
　
　
　
　
　
　
□〔
周
〕清

」

　
　

返
々
、
さ
う
し
事
を
か
き
候
お
り
ふ
し
、
過
分
候
、

先
日
者
御
見
舞
過
分
候
、
又
事
を
か
き
申
候
お
り
ふ
し
、
さ
う

〔
候
也
、
〕
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し
給
候
、
御
心
さ
し
難
申
尽
候
、
わ
つ
ら
い
も
す
こ
し
よ
く
候

ま
ゝ
、
御
心
や
す
く
お
ほ
し
め
し
候
へ
く
候
、
猶
此
者
可
申
候
、

か
し
く
、

一
七�　

天
正
二
十
年
自
十
二
月
五
日
至
同
二
十
二
日
条
紙
背

（
第
一
七
紙
裏
）（
折
紙
）

今
朝
者
参
候
処
ニ
、
種
々
御
懇
之
儀
、
中
〳
〵
難
忘
候
、
路
地

已
下
驚
目
候
、
一
入
御
浦
山
敷
候
、
殊
ニ
炉
中
火
を
な
を
し
申

候
儀
、
迷
惑
仕
候
、

（
以
下
書
か
ず
）

※
梵
舜
の
土
代
か
。

一
八　

白
紙
紙
背
（
第
一
八
紙
裏
）（
竪
紙
）

「（
端
裏
書
（

（
墨
引
）　　
　
　
　
　
　
　
　　
よ
り

　
　
　
　
　

し
ん
れ
う
ゐ
ん
さ
ま
ま
い
る　

侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

�

尚
々
、
御
て
本
之
き
、
た
の
ミ
入
〳
〵
ま
い
ら
せ
候
、
か

し
く
、

わ
さ
と
申
ま
い
ら
せ
候
、
ち
か
こ
ろ
〳
〵
む
し
ん
之
申
事
に
て

候
へ
共
、
御
て
本
、
か
な
た
く
さ
ん
な
を
か
り
申
た
く
候
、
わ

れ
ら
な
ら
い
申
た
く
候
、
し
い
わ
い
や
に
て
候
、
た
ゝ
か
な
は

か
り
の
を
御
か
し
候
て
、
給
之
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

一
九　

白
紙
紙
背
（
第
一
九
紙
裏
）（
折
紙
）

　
　

�

猶
々
、
御
心
に
懸
ら
れ
、
切
々
御
音
信
、
千
々
万
々
忝
令

存
候
、
冬
中
成
共
、
来
春
成
共
、
尊
隙
之
時
分
、
難
経
歟
、

大
成
論
歟
、
語
り
可
令
申
候
、
以
上
、

御
懇
札
拝
見
、
尤
大
慶
此
事
候
、
持
蘿
芍
蔓
屮
色
々
被
下
候
、

過
分
之
至
候
、
先
度
モ
御
重
宝
之
壱
籠
被
下
候
、
誠
ニ
自
此
方

御
音
信
令
申
候
御
儀
、
曾
以
無
之
、
御
懇
情
之
段
忝
令
存
候
、

如
何
様
不
図
令
祗
候
候
而
、
相
積
申
候
御
礼
等
可
申
謝
候
、
爰

許
御
次
に
ハ
可
被
寄
高
駕
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

十
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

恵
林
（
花
押
）

　
　
　

（
墨
引
）　
　
　
　
　
　
　
　

西
林
寺

　
　
　

神
龍
院
侍
司
閣
下　
　
　
　
　
　
　
　
恵
林
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二
〇　

白
紙
紙
背
（
第
二
〇
紙
裏
）（
竪
紙
）

「（
端
裏
書
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
従
旅
所

　

（
墨
引
）
□
々
神
龍
院　
　
　　
　
　
　
　

□
〔
尊
カ
〕貞

」

　
　

�
尚
々
、
致
参
上
可
申
入
候
処
、
却
而
御
上
御
沙
汰
候
了
、

如
此
不
図
奉
希
候
而
已
、

疇
昔
者
赴
閣
下
、
終
夜
御
芳
恵
寔
難
述
謝
辞
候
、
尤
令
参
扣
、

百
拝
御
礼
可
申
伸
候
処
、
先
捧
卑
札
候
、
自
今
已
後
必
定
進
鶯

歩
、
其
剋
に
亦
一
日
中
往
来
催
其
興
、
可
得
尊
意
望
計
候
、
若

好
学
暇
者
御
来
賁

（
後
欠
）

二
一　

白
紙
紙
背
（
第
二
一
紙
裏
）（
竪
紙
）

（
前
欠
）

閣
下
欝
々
可
申
上
候
、
猶
萩
左
申
入
候
之
間
、
不
能
一
二
候
、

恐
惶
頓
首
、

　
　

即
刻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尊
貞
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り

（
墨
引
）
神
龍
様　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

尊
貞

二
二　

白
紙
紙
背
（
第
二
二
紙
裏
）（
竪
紙
）

　
　

�

尚
々
、
御
芳
情
難
申
尽
候
、
近
日
令
参
上
得
御
意
候
、
已

上
、

御
懇
書
過
分
之
至
候
、
仍
得
尊
意
候
、
字
書
之
儀
、
御
同
心
之

通
、
誠
以
忝
令
存
候
、
然
共
御
不
出
之
様
、
内
々
承
候
処
、
其

分
事
実
候
条
、
重
而
致
祗
候
、
可
得
貴
意
候
、
兎
角
書
写
同
前

存
候
、
御
懇
之
儀
難
述
謝
辞
候
、
与
風
詣
□

（
後
欠
）


